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主
な
内
容

主
な
内
容

全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
の
定
例
総

会
で
は
、原
邦
彰
総
務
審
議
官
が「
地
方
行

財
政
の
課
題
」
と
題
し
講
演
し
た
。
持
続

可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
、「
ワ
イ

ズ
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ（
効
果
的
・
効
率
的
な
支
出
）
」

に
努
め
る
必
要
性
を
強
調
。「
財
政
も
ス
テ
ー
ジ
が
変

わ
り
『
金
利
の
あ
る
世
界
』
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

ワ
イ
ズ
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
事

だ
」と
話
し
た
▼
原
氏
は
、総
務
省
に
昨
年
設
置
さ
れ

た
「
持
続
可
能
な
地
方
行
財
政
の
あ
り
方
に
関
す
る

研
究
会
」
を
紹
介
。検
討
内
容
の
一
つ
に
「
国
・
都
道

府
県
・
市
町
村
の
役
割
分
担
の
見
直
し
」を
挙
げ
て
お

り
、
人
口
減
少
の
中
で
リ
ソ
ー
ス
を
有
効
活
用
し
て

い
く
必
要
性
を
指
摘
し
た
。
市
町
村
間
の
水
平
連
携

や
都
道
府
県
に
よ
る
垂
直
補
完
と
い
っ
た
今
後
の
地

方
自
治
の
イ
メ
ー
ジ
を
示
し
つ
つ
、
そ
の
方
向
性
は

「（
市
町
村
）
合
併
で
は
な
い
」
点
に
も
言
及
し
た
▼

２
０
２
５
年
度
地
方
財
政
対
策
に
関
し
て
は
、
特
に

「
地
域
の
担
い
手
」と
し
て
の
潜
在
力
が
高
い「
女
性
、

若
者
、シ
ニ
ア
、外
国
人
、
副
業
人
材
」
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
強
化
に
向
け
た
経
費
を
盛
り
込
ん
だ
こ
と
を
説

明
。
二
地
域
居
住
や
関
係
人
口
に
対
す
る
特
別
交
付

税
措
置
の
創
設
な
ど
を
打
ち
出
し
た
。
副
業
人
材
に

つ
い
て
原
氏
は
、地
方
公
務
員
の
兼
業
を
促
す
た
め
、

地
方
公
務
員
法
の
弾
力
化
も
必
要
と
の
見
方
を
示
し

た
▼
財
政
上
の
課
題
と
し
て
３
点
の
問
題
認
識
も
表

明
。ま
ず「
金
利
の
あ
る
世
界
」に
入
っ
た
こ
と
で
、地

方
債
な
ど
の
金
利
も
上
が
る
こ
と
か
ら
「
こ
れ
ま
で

以
上
に
ワ
イ
ズ
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
時
代
に
入
る
」

と
分
析
。「
予
算
の
使
い
道
も
、
需
要
面
よ
り
供
給
面

で
生
産
性
を
上
げ
る
こ
と
に
シ
フ
ト
し
な
く
て
は
い

け
な
い
」
と
話
し
た
▼
続
け
て
災
害
対
応
の
観
点
か

ら
、
国
債
や
地
方
債
を
調
達
で
き
る「
災
害
余
力
」を

備
え
て
お
く
必
要
性
を
指
摘
。
そ
の
た
め
に
も
ワ
イ

ズ
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
求
め
ら
れ
る
と
重
ね
て
強
調

し
た
。最
後
に
、物
価
が
上
が
る
と
税
収
も
上
が
る
半

面
、金
利
も
上
が
る
と
説
明
。
歳
入
が
増
え
る
分
、歳

出
も
増
え
る
と
し
、
「
財
政
の
ス
テ
ー
ジ
が
変
わ
っ

た
。
そ
の
点
だ
け
で
も
テ
イ
ク
ノ
ー
ト
（
注
意
を
払

う
）
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
た
。

▷ＡＴＭでの携帯禁止を義務化（大阪府）＝２面

▷「ふるさと防災職員」公募（坂井担当相）＝３面

▷若手官僚、二拠点で自治体支援（政府検討）＝４面

　
環
境
配
慮
型
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
展
示
会

「
エ
コ
プ
ロ
２
０
２
４
」
は
昨
年
末
で
第
26
回

を
迎
え
た
。
会
場
に
赴
い
た
と
こ
ろ
、
自
治
体

や
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
の
み
な
ら
ず
、
子

ど
も
た
ち
の
社
会
科
見
学
の
場
と
な
っ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
子
ど
も
た
ち
の
声
に

耳
を
す
ま
す
と
、
気
候
変
動
や
廃
棄
物
、
水
質

汚
染
な
ど
、
こ
れ
ま
で
も
共
有
さ
れ
て
き
た
環

境
問
題
に
加
え
、
す
で
に
生
物
多
様
性
に
関
す

る
問
題
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ

た
。
生
物
多
様
性
保
全
へ
の
対
応
は
、
特
定
の

主
体
で
は
な
く
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る

中
、
問
題
意
識
は
大
人
の
み
な
ら
ず
次
世
代
へ

も
浸
透
が
進
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

　
生
物
多
様
性
に
関
連
す
る
具
体
的
な
活
動
の

場
を
探
す
視
線
も
強
ま
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

環
境
省
が
進
め
る
自
然
共
生
サ
イ
ト
は
、
海
と

陸
の
30
％
を
保
護
地
域
と
す
る
こ
と
を
目
指
す

世
界
的
な
方
向
性
に
沿
う
形
で
始
ま
り
、
自
治

体
を
は
じ
め
農
業
関
連
の
事
業
者
や
緑
地
の
保

全
活
動
実
績
の
あ
る
企
業
等
が
積
極
的
に
参
加

し
た
結
果
、
全
国
２
５
３
か
所
の
サ
イ
ト
を
認

定
（
２
０
２
５
年
１
月
時
点
）
、
２
０
２
３
年

度
前
期
の
１
２
２
か
所
か
ら
約
２
倍
に
増
加
し

た
。
特
筆
す
べ
き
な
の
は
、
現
状
で
は
認
定
を

受
け
る
メ
リ
ッ
ト
が
経
済
的
に
は
明
確
で
は
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
だ
け
の
登
録
が
進
ん

で
い
る
と
い
う
点
だ
。
国
に
お
い
て
は
、
先
行

す
る
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
報
い
る
仕
組
み
や

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
議
論

が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
企
業
等
か
ら

の
地
方
が
有
す
る
自
然
へ
の
関
心
は
ま
す
ま
す

強
ま
る
だ
ろ
う
。

　
海
外
に
目
を
向
け
る
と
、
自
然
再
生
の
可
能

性
の
あ
る
土
地
を
買
い
付
け
る
よ
う
な
動
き
も

あ
る
。
２
０
２
１
年
、
英
国
で
は
開
発
行
為
を

行
う
企
業
に
対
し
、
失
わ
れ
る
生
物
多
様
性
を

実
質
的
に
な
く
す
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
10
％

改
善
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
生
物
多
様
性
ネ
ッ
ト
ゲ
イ
ン
（
Ｂ

Ｎ
Ｇ: Biodiversity net gain

）
政
策
と
呼
ば

れ
、
企
業
は
開
発
に
伴
う
事
業
費
に
加
え
て
、

生
息
地
の
改
善
費
用
や
生
物
多
様
性
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
購
入
が
必
要
と
な
る
と
い
う
新
た
な
規
制

だ
。
こ
の
規
制
を
逆
手
に
取
り
、
自
然
再
生
に

ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
企
業
が
将
来
購
入
対
象
と

な
り
う
る
生
息
地
を
集
約
、
販
売
す
る
こ
と
を

目
論
む
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
確
認
さ
れ
て
い
る
事
例
で
は
生
物
多
様
性

が
劣
化
し
た
農
地
が
購
入
さ
れ
て
お
り
、
日
本

に
お
い
て
も
同
種
の
規
制
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、

耕
作
放
棄
地
問
題
や
放
置
林
問
題
の
地
方
特
有

の
解
決
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
地
方
と
の
結
び
つ
き
こ
そ
、
生
物

多
様
性
の
特
徴
と
も
い
え
る
。
例
え
ば
気
候
変

動
問
題
に
対
応
す
る
た
め
の
温
室
効
果
ガ
ス

は
、
ど
こ
で
そ
の
発
生
を
抑
制
し
て
も
よ
く
、

地
域
性
を
考
慮
す
る
必
要
が
な
い
。
し
か
し
、

生
物
多
様
性
は
地
域
性
と
切
り
離
す
こ
と
が
で

き
な
い
。
そ
の
時
、
そ
の
場
所
に
生
息
す
る
生

物
や
生
息
環
境
、
遺
伝
子
な
ど
、
場
所
が
違
え

ば
同
じ
も
の
は
ど
こ
に
も
な
い
。
だ
か
ら
こ

そ
、
場
所
ご
と
に
対
処
法
を
考
え
る
必
要
が
あ

り
、
ま
た
、
地
方
の
特
色
を
形
作
る
源
泉
と
も

な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
や
イ
ヌ
ワ
シ
と
い

っ
た
地
域
を
代
表
す
る
生
き
物
を
核
と
し
て
打

ち
出
し
た
事
例
が
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
生
き

物
の
知
名
度
や
希
少
性
だ
け
が
生
物
多
様
性
を

表
す
も
の
で
は
な
い
。
地
方
の
特
色
を
、
生
物

多
様
性
の
観
点
か
ら
改
め
て
見
直
す
必
要
が
あ

り
、
環
境
省
が
進
め
る
生
物
多
様
性
地
域
戦
略

の
策
定
は
そ
の
契
機
と
な
り
う
る
。
公
開
さ
れ

た
戦
略
策
定
の
手
引
き
で
は
、
地
域
の
社
会
経

済
活
動
の
基
盤
で
あ
る
地
域
の
自
然
を
活
か

し
、
い
か
に
地
域
を
元
気
に
す
る
の
か
、
と
い

う
視
点
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
一
例
と
し
て
、
小

山
市
の
「
生
物
多
様
性
お
や
ま
戦
略
」
で
は
、

市
民
の
声
を
集
め
、
ア
カ
デ
ミ
ア
の
み
な
ら
ず

漁
協
や
生
協
も
メ
ン
バ
ー
と
し
た
検
討
会
が
形

成
さ
れ
た
。
23
の
施
策
に
対
し
、
市
民
や
事
業

者
、
市
な
ど
の
実
施
主
体
を
明
確
化
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
や
取
組
の
例
ま
で
提
示
し
て
お
り
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
な
構

成
と
な
っ
て
い
る
。

　
振
り
返
っ
て
見
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
地
方
の

活
性
化
と
い
え
ば
、
企
業
誘
致
や
創
業
支
援
等

を
通
じ
て
経
済
活
動
の
核
を
作
り
、
定
住
者
を

増
や
す
と
い
う
こ
と
に
重
点
を
置
き
過
ぎ
た
面

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
生
物
多
様
性
保
全
の

潮
流
は
地
域
創
生
の
新
た
な
機
会
で
あ
る
。
地

域
と
生
物
多
様
性
と
の
両
立
と
い
う
視
点
を
加

え
る
こ
と
で
、
他
の
ど
の
地
域
で
も
な
い
我
が

町
・
村
の
魅
力
と
は
何
か
を
問
い
直
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
時
代
を
迎
え
て
い
る
。

自
治
自
治

生
物
多
様
性
保
全
の
機
運
を
核
に

「
地
方
創
生
」の
未
来
を
描
く

日本総合研究所
創発戦略センター
シニアデベロップ
メントマネジャー
古 賀　啓 一

全国財政課長会議を開催
総務省

全
国
都
道
府
県
議
会
議
長

会
は
１
月
22
日
、
都
内
で
定

例
総
会
を
開
き
、
人
口
減
少

対
策
・
地
方
創
生
に
関
す
る

決
議
を
決
め
た
。
国
に
司
令

塔
の
設
置
や
政
府
機
関
の
地

方
移
転
な
ど
を
要
望
。
居
住

地
以
外
の
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
示
す
「
第
二
住
民
票
の

発
行
」
と
い
っ
た
具
体
策
を

挙
げ
た
。
地
方
議
会
も
地
方

創
生
に
取
り
組
む
と
の
決
意

表
明
も
盛
り
込
ん
だ
。

議
長
会
は
昨
年
７
月
の
総

会
で
、
正
副
会
長
で
つ
く
る

「
地
方
創
生
懇
談
会
」
を
設

置
。
議
論
開
始
に
先
立
ち
、

「
人
口
戦
略
会
議
」の
増
田
寛

也
副
議
長（
日
本
郵
政
社
長
）

か
ら
講
演
を
聴
取
し
、
計
４

総
務
省
は
会
議
で
、
２
０

２
５
年
度
の
普
通
交
付
税
の

算
定
方
法
に
つ
い
て
、
ポ
イ

ン
ト
を
説
明
し
た
。

ま
ず
給
与
改
定
に
対
応
し

た
算
定
で
は
、
地
方
財
政
計

画
に
計
上
す
る
「
給
与
改
善

費
（
仮
称
）
」
２
０
０
０
億

円
に
つ
い
て
、
常
勤
職
員
等

分
（
１
７
０
０
億
円
程
度
）

は
給
与
費
の
一
定
割
合
（
１

・
15
％
程
度
）
を
関
係
費
目

で
、
会
計
年
度
任
用
職
員
分

（
３
０
０
億
円
程
度
）
は
包

括
算
定
経
費
で
、
そ
れ
ぞ
れ

算
定
す
る
。

一
方
、
自
治
体
施
設
の
光

熱
費
と
施
設
管
理
な
ど
の
委

託
料
の
増
加
に
対
応
し
た
算

定
も
行
う
。

具
体
的
に
は
、
学
校
、
福

祉
施
設
、
図
書
館
、
文
化
施

設
な
ど
の
光
熱
費
の
高
騰
に

対
応
す
る
た
め
、
地
方
財
政

計
画
に
計
上
す
る
４
０
０
億

円
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
包

括
算
定
経
費
で
一
括
し
て
算

定
。
ご
み
収
集
、
学
校
給
食

な
ど
委
託
料
の
増
加
を
踏
ま

え
、
こ
れ
ら
の
経
費
に
係
る

単
位
費
用
措
置
を
３
％
程
度

引
き
上
げ
る
。

ま
た
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
や

時
代
の
変
化
に
対
応
し
、
高

等
学
校
運
営
経
費
に
係
る
算

定
を
見
直
す
。
測
定
単
位
を

生
徒
数
と
す
る
道
府
県
分
の

「
高
等
学
校
費
」
に
つ
い

て
、
学
科
ご
と
の
経
費
の
差

を
反
映
す
る
種
別
補
正
を
創

設
。
普
通
科
等
、
専
門
学

科
、
総
合
学
科
の
生
徒
数
を

用
い
て
算
定
す
る
。

「
地
方
創
生
推
進
費
」

（
１
兆
円
）
に
つ
い
て
は
、

「
地
域
の
元
気
創
造
事
業

費
」
（
４
０
０
０
億
円
程

度
、
う
ち
１
０
０
億
円
程
度

は
特
別
交
付
税
）
と
「
人
口

減
少
等
特
別
対
策
事
業
費
」

（
６
０
０
０
億
円
程
度
）
で

引
き
続
き
措
置
す
る
。

回
に
わ
た
る
懇
談
会
で
は
政

府
関
係
者
と
の
意
見
交
換
や

先
進
事
例
調
査
な
ど
を
行
っ

た
。
決
議
は
、
12
月
に
ま
と

め
た
懇
談
会
提
言
を
踏
ま
え

た
も
の
で
、
分
か
り
や
す
さ

な
ど
の
観
点
か
ら
「
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
」
で
ま
と
め
た
。

決
議
で
は
、
国
と
し
て
目

標
を
明
示
す
る
と
と
も
に
、

総
合
的
に
対
策
を
推
進
す
る

た
め
の
司
令
塔
の
設
置
を
要

望
。
政
府
機
関
な
ど
の
地
方

移
転
を
促
進
し
た
上
で
、
倍

増
す
る
地
方
創
生
交
付
金
に

つ
い
て
、
使
い
勝
手
を
改
善

す
る
な
ど
、ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド

両
面
で
の
支
援
を
求
め
た
。

具
体
策
に
は
、
若
者
や
女

性
に
選
ば
れ
、
定
着
す
る
地

域
づ
く
り
を
掲
げ
た
。
「
お

試
し
移
住
」
や
「
二
地
域
居

住
」
、
「
関
係
人
口
」
の
創

出
・
拡
大
を
挙
げ
た
ほ
か
、

昨
年
７
月
の
総
会
で
増
田
氏

が
提
案
し
て
い
た
第
二
住
民

票
の
発
行
と
い
う
概
念
も
打

ち
出
し
た
。
女
性
に
も
選
ば

れ
る
地
域
づ
く
り
と
い
う
点

で
は
、
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ

イ
ア
ス
の
解
消
を
訴
え
た
。

少
子
化
対
策
の
強
化
も
要

望
。
自
治
体
の
財
政
力
に
よ

る
子
育
て
支
援
の
格
差
が
生

じ
な
い
よ
う
、
子
ど
も
医
療

費
助
成
や
高
校
授
業
料
、
学

校
給
食
費
の
無
償
化
な
ど
、

国
に
よ
る
全
国
一
律
の
支
援

策
の
実
施
を
求
め
た
。

岐
阜
知
事
に

江
崎
氏
初
当
選

任
期
満
了
に
伴
う
岐
阜
県

知
事
選
は
１
月
26
日
に
投
開

票
が
行
わ
れ
、
無
所
属
新
人

の
江
崎
禎
英
氏
（
60
歳
、
自

民
、
立
憲
民
主
、
国
民
民

主
、
公
明
推
薦
）
が
、
無
所

属
新
人
で
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
の
和
田
玲
子
氏
（
64
歳
、

共
産
推
薦
）
を
破
り
、
初
当

選
を
果
た
し
た
。
投
票
率
は

36
・
21
％
で
、
前
回
（
48
・

04
％
）
を
下
回
っ
た
。

５
期
務
め
た
古
田
肇
知
事

（
77
歳
）
の
退
任
に
伴
い
、

20
年
ぶ
り
の
知
事
交
代
と
な

る
。
江
崎
氏
は
古
田
氏
と
保

守
分
裂
の
争
い
と
な
っ
た
前

回
知
事
選
に
続
く
２
度
目
の

挑
戦
で
、
人
口
減
少
対
策
や

吉
村
氏
が
女
性
最
多
の

５
選
―
山
形
知
事
選

任
期
満
了
に
伴
う
山
形
県

知
事
選
は
１
月
26
日
投
開
票

さ
れ
、
無
所
属
現
職
の
吉
村

美
栄
子
氏
（
73
歳
）
が
、
無

所
属
新
人
で
自
営
業
の
金
山

屯
氏
（
84
歳
）
を
破
り
、
５

選
を
果
た
し
た
。
全
国
知
事

会
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
女

性
知
事
の
最
多
当
選
は
吉
村

氏
と
前
北
海
道
知
事
の
高
橋

は
る
み
氏
の
４
回
だ
っ
た

が
、
最
多
を
更
新
し
た
。
投

票
率
は
過
去
最
低
の
39
・
67

％
。吉

村
氏
は
、
立
憲
民
主
、

国
民
民
主
、
共
産
各
党
の
県

組
織
に
加
え
、
２
０
２
１
年

の
前
回
知
事
選
で
対
立
候
補

を
擁
立
し
た
自
民
党
県
連
か

「
新
し
い
地
方
経
済
・
生

活
環
境
創
生
交
付
金
」
は
25

年
度
予
算
案
で
２
０
０
０
億

円
を
計
上
。
こ
れ
に
係
る
地

方
負
担
に
つ
い
て
、
ソ
フ
ト

事
業
は
標
準
的
な
経
費
を
普

通
交
付
税
で
措
置
し
た
上

で
、
残
余
は
事
業
費
に
応
じ

て
特
別
交
付
税
で
措
置
す

る
。一

方
、
ハ
ー
ド
事
業
に
つ

い
て
は
、
地
方
債
を
充
当

し
、
そ
の
元
利
償
還
金
の
一

部
を
普
通
交
付
税
で
措
置
す

る
。教

職
調
整
額
の
段
階
的
引

き
上
げ
に
関
し
て
は
、
ま
ず

26
年
１
月
か
ら
現
行
の
給
料

４
％
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

５
％
に
引
き
上
げ
る
た
め
、

必
要
経
費
を
全
額
地
方
財
政

計
画
の
歳
出
に
計
上
す
る
こ

と
を
説
明
。
引
き
上
げ
の
対

象
者
に
、
高
等
学
校
の
教
師

も
含
ま
れ
る
ほ
か
、
引
き
上

げ
の
影
響
は
教
職
調
整
額
を

算
定
基
礎
に
含
む
地
域
手
当

や
退
職
手
当
な
ど
に
及
ぶ
点

に
留
意
を
求
め
た
。

◇
自
治
体
内
部
の
事
務
処

理
は
対
象
外

地
方
債
関
係
で
は
、
25
年

度
に
デ
ジ
タ
ル
活
用
推
進
事

業
債
を
創
設
す
る
こ
と
を
説

明
。
対
象
事
業
に
つ
い
て
、

フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
な
ど
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
必
要
な

シ
ス
テ
ム
の
初
期
経
費
や
、

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
用
シ
ス
テ

ム
な
ど
地
域
の
課
題
解
決
に

向
け
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ

と
な
ど
を
解
説
し
た
。

一
方
、
同
事
業
債
の
対
象

外
事
業
は
、
自
治
体
内
部
の

事
務
処
理
を
目
的
と
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
例
示
。
既

に
地
方
交
付
税
な
ど
に
よ
り

別
途
財
政
措
置
が
講
じ
ら
れ

て
い
る
も
の
な
ど
は
対
象
外

と
な
る
。

同
事
業
債
の
対
象
事
業

は
、
「
デ
ジ
タ
ル
活
用
推
進

計
画
」
に
位
置
付
け
て
実
施

す
る
事
業
と
な
る
。
同
計
画

は
「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計

画
」
の
中
で
策
定
が
記
載
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
デ
ジ
タ

ル
活
用
の
基
本
的
な
方
針
や

事
業
内
容
、
行
政
運
営
の
効

率
化
・
課
題
解
決
の
効
果
を

盛
り
込
む
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
。

各
自
治
体
で
既
に
同
様
の

計
画
を
策
定
し
て
い
る
場
合

に
は
、
想
定
さ
れ
る
規
定
事

項
を
盛
り
込
む
こ
と
で
デ
ジ

タ
ル
活
用
推
進
計
画
と
し
て

位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
。都

道
府
県
議
長
会
会
長

Ｓ
Ｎ
Ｓ
中
傷
対
策

「
考
え
る
必
要
あ
る
」

全
国
都
道
府
県
議
会
議
長

会
の
山
本
徹
会
長
（
富
山
県

議
会
議
長
）
は
１
月
22
日
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
繰
り
返
し
誹
謗
中

傷
を
受
け
た
竹
内
英
明
元
兵

庫
県
議
が
死
亡
し
た
こ
と
に

関
し
、
「
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
地
方
議
員
を
守
る
す
べ
は

な
い
か
。
議
会
は
何
を
す
べ

き
な
の
か
考
え
る
必
要
が
あ

る
」
と
述
べ
た
。
こ
の
日
、

都
内
で
開
か
れ
た
定
例
総
会

で
発
言
し
た
。

な
お
、
地
域
の
元
気
創
造

事
業
費
の
「
行
革
努
力
分
」

算
定
に
用
い
る
指
標
に
つ
い

て
は
、
26
年
度
か
ら
「
地
方

公
共
団
体
の
行
政
手
続
等
に

係
る
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
状
況

の
調
査
」
に
基
づ
く
行
政
手

続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
率
を

導
入
す
る
な
ど
、
見
直
し
を

検
討
す
る
。

「
地
域
社
会
再
生
事
業

費
」
は
引
き
続
き
４
２
０
０

億
円
程
度
を
算
定
。
加
え

て
、
都
道
府
県
が
一
定
の
ス

キ
ル
・
経
験
を
有
し
、
市
町

村
支
援
業
務
を
行
う
デ
ジ
タ

ル
人
材
を
常
勤
職
員
と
し
て

雇
用
す
る
場
合
、
当
該
人
件

費
に
つ
い
て
職
員
数
に
応
じ

総
務
省
は
１
月
24
日
、
全
国
都
道
府
県
財
政
課
長
・
市
町
村
担
当
課
長
合
同
会
議
を
開
き
、
２
０
２
５
年
度
の

地
方
財
政
の
見
通
し
・
予
算
編
成
上
の
留
意
事
項
を
説
明
し
た
。
25
年
度
の
普
通
交
付
税
算
定
の
基
礎
と
な
る
基

準
財
政
需
要
額
の
伸
び
率
は
、
個
別
算
定
経
費
で
道
府
県
分
、
市
町
村
分
と
も
に
前
年
度
算
定
比
２
・
０
％
増
と

推
計
。
包
括
算
定
経
費
で
は
、
道
府
県
分
３
・
５
％
増
、
市
町
村
分
６
・
５
％
増
と
見
込
ん
だ
。
（
４
面
に
関
連

発
言
要
旨
）

て
算
定
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
25
年
度
か
ら

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
（
ガ

バ
ク
ラ
）
の
利
用
料
を
自
治

体
が
負
担
す
る
こ
と
に
伴

い
、
普
通
交
付
税
で
ガ
バ
ク

ラ
移
行
状
況
に
応
じ
た
措
置

を
講
じ
る
。
標
準
準
拠
シ
ス

テ
ム
へ
の
移
行
に
伴
う
シ
ス

テ
ム
運
用
経
費
の
増
加
分
に

つ
い
て
も
、
普
通
交
付
税
措

置
を
講
じ
る
。

◇
金
利
動
向
、
注
視
す
る

必
要会

議
で
は
、
地
方
財
政
の

全
体
像
に
つ
い
て
、
ポ
イ
ン

ト
を
絞
っ
た
形
で
説
明
が
あ

っ
た
。

25
年
度
給
与
改
定
に
備

え
、
25
年
度
地
方
財
政
対
策

の
一
般
行
政
経
費
（
単
独
）

に
２
０
０
０
億
円
計
上
し
た

こ
と
に
触
れ
、
年
度
途
中
の

給
与
改
定
に
備
え
て
お
く
こ

と
が
財
政
運
営
上
重
要
に
な

る
と
強
調
。
そ
れ
を
念
頭
に

置
き
な
が
ら
25
年
度
予
算
編

成
に
当
た
る
よ
う
呼
び
掛
け

た
。

ま
た
、
委
託
料
に
つ
い
て

は
、
人
件
費
の
増
加
を
見
込

ん
だ
改
定
が
必
要
に
な
る
と

指
摘
。
政
府
全
体
と
し
て
価

格
転
嫁
を
進
め
る
中
に
あ
っ

て
、
自
治
体
で
も
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
求
め
た
。

さ
ら
に
、
金
利
動
向
を
注

視
す
る
必
要
が
あ
る
と
言

及
。
今
後
の
財
政
運
営
に
当

た
っ
て
は
、
金
利
、
人
件

費
、
物
価
動
向
を
反
映
し
、

中
長
期
的
な
視
点
で
財
政
計

画
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
25
年
度
地
財

対
策
で
は
、
公
共
施
設
等
適

正
管
理
推
進
事
業
債
（
集
約

化
・
複
合
化
事
業
）
を
拡

充
。
こ
れ
に
関
し
、
自
治
体

か
ら
特
に
要
望
が
強
か
っ
た

施
設
の
「
除
却
事
業
」
を
対

象
に
追
加
し
た
こ
と
を
説
明

し
た
。

◇
地
方
創
生
交
付
金
に
地

財
措
置

会
議
で
は
、
地
方
財
政
に

関
す
る
各
府
省
施
策
に
つ
い

て
の
説
明
も
あ
っ
た
。

東
京
一
極
集
中
是
正
の
必

要
性
に
も
触
れ
、
都
市
部
と

地
方
部
の
対
立
構
造
で
は
な

く
、
東
京
圏
に
人
口
が
集
中

し
す
ぎ
て
い
る
こ
と
に
よ
る

弊
害
を
解
消
す
る
必
要
性
を

強
調
。
地
価
高
騰
と
い
っ
た

弊
害
を
例
示
し
、
税
源
の
偏

在
性
が
小
さ
く
税
収
の
安
定

性
を
備
え
た
地
方
税
体
系
の

構
築
を
求
め
た
。

一
方
、
地
方
議
会
も
地
方

創
生
に
取
り
組
む
と
の
決
意

も
盛
り
込
ん
だ
。
議
会
で
の

審
議
を
通
じ
実
効
性
や
効
果

を
検
証
し
、
新
た
な
提
言
を

行
う
こ
と
で
地
域
の
魅
力
を

高
め
る
と
表
明
。
議
員
間
交

流
な
ど
を
通
じ
て
都
道
府
県

間
で
連
携
し
て
行
う
地
方
創

生
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に

提
言
す
る
と
し
た
。

◇
岐
阜
県
知
事
選
当
選
者
略
歴

江
崎

禎
英
氏
（
え
さ
き
・
よ
し
ひ

で
）
東
大
教
養
卒
。
89
年
通
商
産
業
省

（
現
経
済
産
業
省
）
に
入
り
、
岐
阜
県

商
工
労
働
部
長
、
経
産
省
ヘ
ル
ス
ケ
ア

産
業
課
長
な
ど
を
経
て
20
年
７
月
か
ら

11
月
ま
で
内
閣
府
官
房
審
議
官
。
60

歳
。
岐
阜
県
出
身
。
当
選
１
回
。

◇
岐
阜
県
知
事
選
確
定
得
票

当
４
３
６
４
１
８
江
崎

禎
英
無
新

１
３
５
２
２
４
和
田

玲
子
無
新

◇
山
形
県
知
事
選
当
選
者
略
歴

吉
村

美
栄
子
氏
（
よ
し
む
ら
・
み

え
こ
）
お
茶
の
水
女
子
大
文
教
育
卒
。

行
政
書
士
、
山
形
県
教
育
委
員
会
委
員

な
ど
を
経
て
09
年
１
月
同
県
知
事
に
初

当
選
。
73
歳
。
山
形
県
出
身
。
当
選
５

回
。◇

山
形
県
知
事
選
確
定
得
票

当
３
１
８
３
６
４
吉
村
美
栄
子
無
現

１
７
７
９
４
金
山

屯
無
新

働
き
方
改
革
推
進
に
よ
る
企

業
の
生
産
性
向
上
を
訴
え
、

幅
広
く
支
持
を
集
め
た
。

ら
も
今
回
初
め
て
支
援
を
受

け
、
幅
広
い
支
持
を
集
め

た
。

都道府県議長会

「
第
二
住
民
票
」発
行
を

人
口
減
対
策
・
地
方
創
生
で
決
議

個
別
算
定
経
費

道
府
県
、市
町
村
分
と
も
2.0
％
増

包
括
算
定
経
費
道
府
県
3.5
％
増
、市
町
村
6.5
％
増




